
学校便り 藍志（あいし） 第９号
令和６年（2024年）11月18日（月） 文責：藍住中学校 三木健司

ものすごく久しぶりの藍志です。

●オーストラリア海外派遣報告会

9月30日(月)6校時、合同教室において1･2年生対象に「オース

トラリア海外派遣報告会」を実施しました。夏休みの8月17日から

8月26日までの10日間、本校2年生6名と藍住東中学校2年生6名

の計12名が、町の事業である「オーストラリア海外派遣研修」に参

加してきました。

参加した生徒たちには、どのようような活動をしてきたのか広め

るとともに、学んできたことを今後の生活や学校や地域に生かして

いくことが、研修後の課題となっていました。その一環としての報

告会でした。6名の生徒は、自分で撮影した写真をもとにプレゼン

を自作し、分かりやすい報告をすることができました。9月27日(金)

放課後に町役場で町長さんへの報告会もしていたものですから、落

ち着いてプレゼンができていました。聞いていた生徒たちも集中し

て話を聴くことができていました。

来年度は、今の1年生が行くことになります。次年度は「英検5級

を合格している生徒」及び「学校が英検5級を合格する力を有する

と判断する生徒」が参加条件となったという話が先日ありました。

多くの生徒に3回目の英検を受験しておいてもらいたいと思います。

●中学校駅伝大会

10月28日(月)、板野郡中学校駅伝大会がありました。約1ヶ月間

ではありましたが駅伝のための朝練を行い、陸上部以外の生徒も参

加し頑張っていました。男子2チーム、女子1チームが出場し、男子

Aチームが2位となりました。粘り強い走りができる選手が多いよう

に感じました。

県駅伝大会が11月9日(土)にあり、男子チームが出場し郡駅伝の

記録をさらに、なんと2分20秒も縮め、15位となりました。チーム

としてよく頑張ったと思います。

●校内合唱コンクール

10月30日(木)、校内で学年合唱コンクールがありました。どの学年・どのクラスも素晴らしい内

容の合唱でした。でも、やはり今回が中学校生活最後

の合唱コンクールとなる3年生は格別です。どのクラ

スも歌とピアノだけのシンプルな演奏ですが、声量・

ハーモニー・演奏内容・態度すべてにおいて力強く素

晴らしい合唱になりました。感動的でした。うまく言

葉にはできないのですが、大切な誰かのことを思いな

がら歌っているであろうことがビンビンと伝わってき

ました。それは、友だちのことかもしれませんし、家

族のことかもしれない、これから最もお世話になる担

任の先生のことだったかもしれません。音楽の力はす

ごいです。歌はストレートに聞く人の心を揺さぶりま

す。そんな合唱を聴くことができて、幸せな気持ちに

なれたし、頑張ろうという気になりました。

元 気
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学校便り 藍志（あいし） 第10号
令和６年（2024年）11月18日（月） 文責：藍住中学校 三木健司

久しぶりなので2号連続です。

●美しい!!

11月6日(水)6校時に藍住町総合文化ホールで「合唱

コンクールチャンピオンステージ」を実施しました。先

日の校内合唱コンクールで各学年1位になったクラス

が、全校生徒の前でその歌声を披露するという行事です。

各学年の合唱コンクールも僅差ですごかったのですが、

今日は3つのクラスともさらに練習を重ね素晴らしいで

きでした。感想としては「美しい!!」これにつきます。

出場したクラスの歌声・ハーモニー・ステージ上の動き

だけでなく、聴く生徒の態度も、ホールの空間全体が美

しかった、そんな感想です。

はじめからこうはいかなかったと思います。声が出な

い、まとまらない、練習態度が悪い・・・こんなところ

からのスタートだったことでしょう。それが少しずつ意

識が高くなり、まとまってきて声も出るようになり、綺

麗なハーモニーが出せるようになってきたことと思いま

す。この過程にこそ意味があり価値があります。今年は、

校内コンクールからどのクラスもこの過程を経験してい

るので、そのことが生徒の聴く態度にもつながっていた

と感じました。

特に3年生は、この行事が終わると入試へ向けてまっ

しぐらとなってきますが、今回の合唱コンクールでの経

験は次へつながります。学級のまとまりをみせたことで、

一人ひとりの一日一日の生活の充実につなげてほしいと

思いますし、卒業式のあとの最後の学活で、担任の先生

を歌で泣かせてほしいと思います。

●命の安全教育

全校生徒に命の安全教育の講演を行いました。講師は、一般社

団法人“人間と性”教育研究協議会徳島サークルの共同代表であ

る高橋三枝子先生です。テーマは、「1.『からだの権利』について」

「2．社会の中の『性』と『関係性』」「3．インターネット上の

『性』」「4．ネット上の人権侵犯事例」の4つでした。

命が生まれる仕組み、性行動について人と人との対等な関係性

のもとで成り立つこと、自分の体と心は自分だけのものであり自

分の大切な権利であること、対等な関係でないと暴力が発生して

くる可能性があること、暴力のタイプにはいろいろなものがあり

誰にでも起こる可能性があること、暴力に巻き込まれた場合には

助けを求めることが大切なことなど、たくさんの大切なことを中

学生に分かりやすく話していただきました。

その後、保健室前には写真のような掲示物が貼られていました。

命が生まれるまでの過程を写真で紹介しているものです。ピンク

の画用紙をめくるとその写真が見えるようになっています。

命の尊さを知ることができる、本当によくできているものなの

で、すべての生徒に見てもらいたいと思います。
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